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第 35 回 定期総会報告 

第 35 回定期総会は、船橋市消防局５階

講堂において連絡会会員３５ 名とクラブ

員１名、事務局員１０名の出席者で開催

されました。 

開会のことばに続き、狩野防災課課長

の挨拶のあと、今年度異動のあった防災

課職員の紹介がありました。  

ご紹介のあった防災課職員は 

 小形課長補佐 松本主査 木村主査  

高橋主事 安倍主査 多々羅主事 

鴻﨑副主査（写真なし） 

 金子主事（当日欠席）の７名です。 

 

1. 船橋市アマチュア無線非常通信連絡会 定期総会議事 

第1号議案・規約改定について 

船橋市アマチュア無線非常通信連絡会規約改定の概要について説田会長より説明がありました。 

１) JR1YUX の解散に伴い、非常時における本部統制局をJJ1YNA が担当することになったことに伴う変更

⇒第3条(2)項 

２) 会の役職名を「理事」に統一⇒混同を避けるため、連絡会に於いては「理事」、クラブは「幹事」

で統一した⇒第5条及びクラブ規約第10条 

３) 顧問の任命・任期を明確化⇒第12条 

４) 会員への情報連絡手段を明確化⇒第10条 

５) その他、条文を整理し書式を統一しました。 

第２号議案・災害通信マニュアル改訂について 

昨年の総会において船橋市アマチュア無線クラブ（ＪＪ１ＹＮＡ）が本部統制局を運用することになり、

暫定マニュアルが作成されています。このマニュアルを使用して訓練に参加した結果、良好と判定され

ましたので暫定版であるが正式承認をお願いしたい。但し、今年の訓練の内容は防災課において見直し

中のため再改定の可能性があります。 
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第３号議案・２２年度事業報告と２３年度事業計画 

・【アンテナの設置について】JR1YUX 局の解散に伴い JJ1YNA が本部統制局を引き受けることになりまし

たので、防災課の協力で消防指令センターの屋上にアンテナを常備することになり７Ｌ３ＵＱＷ 松尾

さんのご協力を得まして無事に設置できました。 

・平成２２年度船橋市総合防災訓練 

防災訓練説明会を 8 月 8 日飯山満公民館において実施しました。当日は、会員 22 名と防災課 2 名が参

加しました。また、防災訓練当日の8月 29 日は本部統制局を含めて 31局の参加と、反省会においては

11名の参加がありました。 

・平成２２年度防災フェアふなばし  

1 月 15 日に船橋市中央公民館で開催しました。イベントとしては、JJ1YNA による公開運用と非常通信

連絡会のPR。 また、今回から運用機材はJJ1YNA の本部統制局の機材を使用して運用しました。途中か

ら藤代市長が来られて記念撮影をしました。 

・平成２３年度事業計画 

例年どおりに船橋市総合防災訓練と防災フェアに参加します。 

防災訓練については、東日本大震災が起きたことにより、訓練方法など一部に変更の可能性があるので

防災課と協議しながら変更することを考えています。 

                                行事担当 ＪＨ１ＭＱＣ 高城 

機関紙 

連絡会ニュースは次のように年４回発行しました。 

５２号 ２０１０年 ６月   総会報告        ５３号 ２０１０年１０月 防災訓練報告 

５４号 ２０１０年１２月  技術講習会報告    ５５号 ２０１１年 ３月  防災フェア報告と技術講習会報告 

【広報活動】オンエァ、ミーティングを通じて連絡事項の伝達、およびホームページへ連絡事項の掲載を事あるご

とに依頼しました。(HP 管理者は山本さん) 

事業計画 

・ 機関紙は従来通り年４回発行の予定です。紙面の内容が行事報告のみとなっているため、高木さんに

も協力して頂いていますが、以前に比べて報告内容や投稿記事が少なくなっています。 

行事を活発にして内容を充実させたいので皆さんのご協力をお願いします。 

・ ホームページは総会が終わり次第、随時更新の予定です。 

広報担当 ＪＳ１ＩＷＡ 吉野 

 

以上で議事は終了し議案は全て承認されました。 

記念撮影のあとに引き続いて連動して船橋市アマチュア無線クラブ定期総会に入りました。 
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2．船橋市アマチュア無線クラブ 定期総会議事 

第１号議案・規約改定について 

船橋市アマチュア無線クラブ規約改訂の概要について説田会長より説明 

１）会の略称を変更→現行の「ＦＡＣ」は英語スラング的に好ましくないため 

２）JR1YUXの解散に伴い、非常時における本部統制局をJJ1YNAが担当することになったことに伴う変更 

 第4条→通信訓練、防災行事などを追加すると共に、「その他」条項を追加し、フレキシブルな対応 

に備えた。 

３）会員要件の変更 

  第5条（１項）→正会員にアマチュア無線技士資格を持つ船橋市役所職員を追加 

これはＹＮＡの非常運用時を想定したもの 

  第5条（３項）→賛助会員から団体の例を削除 

４）連絡会会員推薦基準を明確化⇒第6条 

５）クラブへの入会・退会の手続きを明確化⇒第7条(入会)と第8条(退会) 

６）クラブの「役員」呼称を「幹事」で統一⇒第10条  

７）これまで慣例でされてきた幹事選出の手続きを明確化⇒第1１条 

８）会長の任期について、現在の2期縛りを撤廃⇒第12条(2項) 

９）臨時総会についての規定を新設⇒第19条 

10）その他、条文を整理し書式を統一 

 

ここでパケットについての質問が出た。総会の決議事項ではないが、ＪＪ１ＹＮＡ 運用規定改訂の概要について

説田会長より説明 

①パケット通信は削除しました⇒現行 第１０条  

削除した理由は、常置場所の閉鎖に伴い運用が出来なくなり、設備を撤廃したため。 



    4

②非常時の本部統制局の運用について⇒第１０条 第１１条    

③第１４条の追加 ⇒ 災害時の運用について 

④第１６条をより具体化⇒ クラブ局の運用の範囲について 

 

第２号議案・役員人事報告                                        ＪＡ６ＡＺＥ  説田 

退会幹事の報告  ＪＡ１ＶＲＺ 鈴木さんが退会されました。                    

第３号議案・平成２２年度事業報告と平成２３年度事業計画 

 ・オンエア、ミーティング                                        ７Ｌ１ＴＴＨ  島村 

 運用回数１２４回 ４３０ＭＨｚ帯 ８４回 ／１４５ＭＨｚ帯 ２５ 回 ／ロールコール １５回  

 延べ参加局 １３２９局  ４３０ＭＨｚ帯 ８８４局 ／ １４５ＭＨｚ帯 ２４０局 ／ ロールコール２０５局   

 上位局 ３名 の紹介 １位 ＪＧ１ＫＬＫ田中君 ／ ２位 ＪＧ１ＢＸＡ田中さん／ ３位 ７Ｌ４ＷＨＩ  諏佐さん 

１位の田中君に説田会長より記念品が贈呈さ   

れました。 

今年度の状況と課題   

 １４５ＭＨｚ帯の運用は今後も継続して行きます 

 １４５．２６ＭＨｚは一部混信があるので周波数 

 を変更する可能性があります 

参加者数を増やすための企画は皆様のお 

知恵をお借りしたいのでご協力をよろしく 

お願いします。 

・ネット、 コントローラからのお願い 

ネット、 コントローラーからオンエアミーティングです！との声が聞こえましたら「チェックインだけでも良いの

で」ご参加ください。                                             ＪＧ１ＤＶＹ 小池 

・オンエア、ミーティングからの連絡事項                                ７Ｌ１ＴＴＨ  島村 

船橋市役所防災課では、平成２３年度船橋市防災訓練に於いては、災害時の現状に即し、これまで各地

区消防署に設置していた「地区本部」の運用はしない訓練内容で検討しています。これに伴い、当連絡会

に於いても「地区統制本部」を運用せず、本部統制局と全避難所局が直接交信する方式の検討が必要とな

りました。 

 そのため、オンエア、ミーティングの中で本部統制局と各避難所・各局自宅との通信状況を確認する運

用を試行したいと考えています。（７月の後半に実施しますので、詳細は別途連絡します。） 

提案の概要 

１）ネットコントロールを災害対策本部から行う  

２）各局は原則災害時に使用するハンディトランシーバーを利用する。外部アンテナは使用しても良い。 

３）原則として外部電源は使用しない 

４）各局の運用場所は、最寄の避難場所、公民館または自宅からとする。 

５）１４５ＭＨｚ帯 ４３５ＭＨｚ帯共に実施する。 

 

連絡会ニュースが届くころには、すでに実施済みとなっていますのでご了承願います。 
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移動運用                                 ＪＨ１ＧＥＮ  高間 

昨年度は何も出来なかった状況でした。今年は調整してご連絡します。 

 

技術講習会                     ＪＪ１ＧＲＫ 高木（代理発表 ＪＡ６ＡＺＥ）                               

講習会担当としては、昨年は「受信練習以外を網羅するＣＷ講座」、「新ハムバンド・１３５kHz 帯入

門」の２回の講習会を行いました。本年も２回程度の講習会を予定しています。 

現在、「最後の真空管解説」、「最近の高級ＨＦ無線機講座」の２つを考えていますが、ほかにリクエス

トがありましたら、オンエァ、ミーティングなどで御提案ください。また、こういう話をしたいという、

講師の立候補も歓迎します。 

 

クラブ局管理                     ＪＡ１ＸＱＣ 岩橋(代理発表 ＪＡ６ＡＺＥ) 

常置設置場所を岩橋さんの自宅から船橋市消防指令センターへ変更しました。 

クラブ局の構成員については、連絡会については全会員を構成員とした。クラブ員については従事者免許

番号を整理してクラブ構成員として追加したい。また、ＪＡＲＬ登録クラブ局の更新をしました。 

 

第４号議案・会計報告                            ＪＨ１ＴＶＹ 高橋 

４月１１日予定で会計を締めましたが、総会が遅れたので、日付を変えて再度締めなおしました。 

この関係からＪＡＲＬ会費は今年度分は納めたことになっています。また、前期からの繰越金から残金が

かなり減ってきました。会費は徴収しておりませんが、ご寄付は歓迎しますのでよろしくお願いします。  

 

以上で議事は終了し議案は全て承認されました。 

会員情報 

新入会員のお知らせです。次のお方が入会を希望されました。ただいま事務局で受付中です。 

７Ｍ１ＳＴＩ 村上 さん、  ＪＦ１ＵＺＨ 片山 さん、  ＪＩ１ＮＡＬ 石田 さん、 ＪＫ１ＳＪＣ 森田 さん、 

 

事務局からのお知らせ 

☆ 局免許の更新情報です。ここ半年以内に無線局免許の有効期限が切れる局は次の通りです。 

忘れないで手続きをお願いします。 （平成23年7月末日現在） 

・７Ｌ１ＴＴＨ・ＪＯ１ＣＩＵ・ＪＦ１ＯＮＱ・ＪＮ１ＴＱＪ・ＪＮ１ＸＡＢ・ＪＯ１ＧＬＲ 

・ＪＡ６ＡＺＥ    

☆更新済みではあるが免許状の写しが届いていない局   

・７Ｋ４ＤＩＷ・ＪＳ１ＳＷＷ・ＪＨ１ＡＰＹ    

☆免許状の有効期限がきれている局(未更新の局) 

・ＪＮ１ＫＰＢ・ＪＥ１ＱＦＹ 

 

                                 事務局担当者 防災課  鴻﨑  
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★投稿記事です。 

２０１１年７月７日 七夕です 

７ＭＨｚの送信周波数を測定しました。 

 

ＨＦのリグで１０ＭＨｚの標準電波らしい物（中華人民共和国標準時報局のＢＰＭらしい）を受信していて周波

数表示がずれているのが気になり７ＭＨｚでの自分の送信周波数を測定することにしました。 

送信中の出力を周波数カウンタで測定すれば良いのですが、そのカウンタが自作品で周波数精度が当てにならな

いため、カウンタの調整から始めることになりました。手順は次のようにしました。 

１．周波数がはっきり判っている安定した発振器を作る。 

２．発振器の周波数をカウンタで測定し正しい表示になるようにカウンタのクロックを調整する。 

３．リグの７ＭＨｚでの送信周波数を測定する。 

 

まず発振器を作ります。「周波数がはっきり判っている」を実現するためにニッポン放送（１，２４２ＫＨｚ）

にビートを掛ける発振器にしました。

ニッポン放送を選んだのは、いつでも

強い信号で受信できるＡＭ放送の内で

一番周波数が高いからです。「安定し

た」は水晶発振と決め、１２．５ＭＨ

ｚのクリスタルでＶＸＯを作り０．

６％低い１．２４２ＭＨｚを発振させ

てから、１０分の１に分周しました。

ラジオでニッポン放送を受信しながら

発振器を動作させ、ビート音を聞きな

がらＶＸＯのトリマを回して周波数を合わせました。ビート音を聞くと言ってもゼロビートだと分かりにくいの

で、わざと１，０００Ｈｚのビート音を発生させて１，２４３ＫＨｚの発振器に仕立てることにしました。１，

０００Ｈｚのビート音を確かめる方法がちょっと

面倒でした。放送局ですからほとんど隙間無く誰

かがしゃべっているか音楽が流れているのでカウ

ンタでビート音を測定するのは期待出来ません。

そこでＣｗＧｅｔと言うＣＷの解読ソフト（フリ

ーウェア兼シェアウェア）に付いているスペクト

ル表示機能を使って見当を付けることにしました。

このソフトには「ＡｕｔｏＧｏＴｏＭａｘ」機能

が付いていて一番強いスペクトルの周波数を表示

してくれるのでアナウンサがしゃべっていてもビ

ートの周波数を認識することができ発振周波数を

希望の値に調整することが出来ました。少々残念

なのは飛び飛びの周波数しか認識できない様で９９０Ｈｚ、１，００７Ｈｚなどと表示します。 
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次にこの発振器の出力を周波数カウンタに入力して表示を確かめました。１，２４３，０００Ｈｚのはずが８２

Ｈｚずれていたのでクロック発振器を調整しました。カウンタ

が自作品である上にクロックの調整機能が不十分で手間がかか

りました。クロック調整トリマの範囲では合わせることが出来

ず、クロック発信回路をあれこれ変更してようやく合わせまし

た。 

 

やっと周波数測定の準備が出来たのでＨＦ機の７ＭＨｚバンドの下から上まで５０ＫＨｚ置きに送信周波数を測

定してみましたら、＋６８Ｈｚから＋８０Ｈｚずれてい

ると表示されました。 

 

電波関係の法令（無線設備規則の別表第一号）によると

アマチュア局の周波数の許容偏差は百万分の５００と決められているのに対し、８０Ｈｚの偏差は百万分の１１

程度です。７ＭＨｚ帯で百万分の５００と言うと３．５ＫＨｚですから、今時のデジタル周波数表示のメーカー

製リグでこの許容範囲を越えるとは思えませんので、周波数測定を楽しんだと言うところでしょうか。 

 

ｄｅ ＪＥ１ＦＴＮ／岡村 

 

                

 

編集後記 

・防災課のある建物(消防指令センター)の裏に玉川旅館という船橋市ではもっとも格式と伝統をもつ旅 

館があります。創業は1920年（大正10年）の純和風旅館で太宰治が宿って小説を書いたゆかりの宿だ

そうです。また、建物は創業当時からのものであり、国の登録有形文化財に登録されているとのことで

す。 

私が船橋へ転居してきた時は、この旅館の周囲には緑地があった記憶があります。と言っても連絡会ニ

ュースが創刊されていたころです。先日の総会のときに足を運んだついでに写真撮影をしてきました

が、今は、緑地はなく真後ろに高層マンションがあり、有形文化財よりマンションのほうが際立って目

立っていますが、身近にこのような物があるということを忘れていました。建物に近寄って外から眺め

ますと、明かりが見えたので営業はしているようでした。毎年、防災課へ行くのになぜもっと早く気が

つかなかったのかと悔やまれます。 

・ ＪＥ１ＦＴＮ 岡村さんから製作記事の投稿原稿が届きました。ありがとうございます。また、 

今後ともご協力よろしくお願いします。 

 

発行 船橋市アマチュア無線非常通信連絡会 船橋市アマチュア無線クラブ  担当 ＪＳ１ＩＷＡ 


